
初
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

十
分
な
予
診
、
状
態
観
察
な
ど

万
全
の
体
制
で

今
年
3
月
12
日
ま
で
に
約

二
十
二
万
回
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
が
医
療
従
事
者
に
先
行
接
種

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
副
作
用
が

厚
生
労
働
省
に
よ
り
集
計
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
六
十
一
歳
の
女

性
が
く
も
膜
下
出
血
で
死
亡
、

三
十
七
人
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
が
認
め
ら
れ
、
ワ
ク
チ
ン

と
の
因
果
関
係
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
は
、

全
身
の
じ
ん
ま
し
ん
や
粘
膜
の

腫
れ
、
呼
吸
困
難
、
血
圧
低

下
、
腹
痛
嘔
吐
な
ど
の
う
ち
二

つ
以
上
の
症
状
が
出
る
も
の
を

言
い
ま
す
。
三
十
七
例
の
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
起
こ
し
た
一

人
一
人
の
背
景
を
検
討
し
た
結

果
、
こ
れ
ま
で
に
何
ら
か
の
ア

レ
ル
ギ
ー
の
既
往
の
あ
る
人
が

多
い
の
で
す
が
、
全
員
が
適
切

な
医
療
処
置
に
て
回
復
し
て
い

ま
す
。

初
め
て
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
す
か
ら
、
十
分
な
予
診

と
接
種
後
十
五
～
三
十
分
の
状

態
観
察
な
ど
万
全
の
体
制
で
、

安
全
に
行
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

有
効
性
と
副
作
用
を
正
し
く

理
解
し
、
積
極
的
な
接
種
を

香
川
県
の
各
市
町
村
で
は
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
の
集
団
接
種
と
か

か
り
つ
け
医
で
の
個
別
接
種
が

四
月
か
ら
順
次
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
集
団
接
種
で
受
け
る

か
、
か
か
り
つ
け
医
で
受
け
る

か
は
市
民
一
人
一
人
が
選
択
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
侮
ら
ず
正
し
い

知
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
き
た

よ
う
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
も
正
し
く
そ
の
有
効
性
と

副
作
用
に
つ
い
て
理
解
し
た
上

で
、
積
極
的
に
受
け
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。
恐
れ
ず
、

侮
ら
ず
、
副
作
用
を
疑
っ
た
時

に
は
で
き
る
だ
け
早
く
自
己
申

告
し
た
上
で
、
き
ち
ん
と
医
療

処
置
を
受
け
る
こ
と
を
目
指
し

た
い
し
、
自
分
の
か
ら
だ
を
自

己
点
検
し
た
上
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
な
い
選
択
も
当
然

尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ

る
一
方
で
、
3
月
12
日
ま
で
に

累
計
で
三
百
四
十
六
例
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
が
日
本

国
内
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

変
異
株
は
従
来
の
ウ
イ
ル
ス
よ

り
感
染
性
が
強
く
、
ワ
ク
チ
ン

効
果
の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
お

り
、
今
後
変
異
株
ウ
イ
ル
ス
が

増
え
る
ス
ピ
ー
ド
と
、
ワ
ク
チ

ン
を
い
か
に
多
く
の
人
々
に
打

ち
進
め
る
か
の
ス
ピ
ー
ド
競
争

と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
点
で

も
、
い
か
に
早
く
多
く
の
国
民

が
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
、
集
団

免
疫
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
が
大
切
で
す
。

こ
れ
ま
で
通
り
の
感
染
予
防
策

を
基
本
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
乗
り

越
え
る
か
ら
だ
つ
く
り
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
予

防
の
た
め
に
は
ワ
ク
チ
ン
が
一

番
有
効
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
通

り
の
マ
ス
ク
や
手
洗
い
、
三
密

を
避
け
る
こ
と
を
基
本
に
、
医

療
生
協
組
合
員
と
し
て
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
口
腔
ケ
ア

や
免
疫
力
を
高
め
る
様
々
な
取

り
組
み
（
閉
じ
こ
も
り
に
な
ら

な
い
で
体
を
動
か
す
フ
レ
イ
ル

予
防
の
取
り
組
み
な
ど
）
で
大

い
に
健
康
を
増
進
し
、
ウ
イ
ル

ス
を
乗
り
越
え
る
か
ら
だ
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

※
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
組

合
員
の
方
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
田

中
の
責
任
で
、
学
問
的
な
定
義
を
簡
略

化
し
て
表
現
し
ま
し
た
。

「ご家族で組合員の方の転居やご逝去の場合、各種変更手続きが必要です」【連絡先：事業部　☎087-833-8956】

こ
れ
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
と
の

付
き
合
い
方

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ス
タ
ー
ト
！
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情
勢
の
特
徴

〈
外
部
環
境
〉

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
世

界
的
大
混
乱

○
コ
ロ
ナ
禍
で
解
雇
や
雇
い
止
め
に

よ
る
失
業
者
八
万
七
千
人
、
生
活

困
窮
者
増
加
や
受
診
控
え
な
ど
起

き
て
い
る
。

○
政
治
の
私
物
化
へ
の
怒
り
高
ま
る

な
か
で
政
権
交
代
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
中
身
は
変
わ
ら
ず
。

○
消
費
税
の
増
税
に
よ
る
生
活
へ
の

し
わ
寄
せ
や
経
済
活
動
の
停
滞
は

コ
ロ
ナ
で
な
お
一
層
厳
し
く
。

○
若
年
人
口
減
少
や
全
産
業
の
労
働

力
不
足
が
一
転
し
て
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
人
材
確
保
の
困
難
性

○
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」
へ
の
取
り
組
み
が
企
業

の
柱
に
。

〈
内
部
環
境
〉

○
コ
ロ
ナ
の
影
響
大
き
く
、
経
営
改

善
は
足
踏
み
す
る
も
、
一
定
の
黒

字
を
確
保
し
て
い
る
。

○
生
協
設
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
。

○
働
き
方
改
革
に
対
応
す
る
制
度
整

備
を
進
め
て
い
る
。

○
五
万
組
合
員
の
達
成
ま
で
あ
と
一

歩
。

○
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
歩
進
ん

だ
。

（
１
）「
総
合
力
」
と
「
連
携
」
で
事

業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
、
組
合

員
の
く
ら
し
に
貢
献
し
ま
す

目
標
達
成
評
価
：
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
打
撃
を
受
け
、
厳
し
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、
経
営
的
に
は
一
部
設
備

投
資
の
抑
制
と
補
助
金
の
助
け
も
あ

り
、
必
要
利
益
の
確
保
が
概
ね
達
成

で
き
る
見
込
み
。
事
業
活
動
を
安
定

的
に
継
続
す
る
力
は
維
持
で
き
て
お

り
目
標
は
達
成
し
て
い
る
。

・
必
要
利
益
（
経
常
利
益
）
の
確
保

が
出
来
て
お
り
、
経
営
改
善
が
継

続
し
て
い
る
。
介
護
福
祉
部
の
機

能
を
回
復
さ
せ
、
ヘ
ル
ス
コ
ー
プ

か
が
わ
の
経
営
と
合
わ
せ
て
、
全

体
的
な
事
業
の
再
編
に
取
り
組
ん

で
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
し
て
提
供
で
き
る
体
制
へ
と
変

更
し
て
い
っ
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
の
中
で
、
組

合
員
の
利
用
率
は
通
常
月
よ
り
高

い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
一
定

信
頼
を
得
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と

み
な
さ
れ
る
。

・
在
宅
分
野
で
は
み
き
診
の
受
け
入

れ
が
伸
び
、
平
和
病
院
と
の
利
用

者
の
調
整
が
す
す
ん
だ
。
歯
科
で

も
在
宅
数
が
伸
び
た
。
訪
看
や
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
在
宅
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
体
制
を

整
え
た
。

・
東
讃
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
組
合
員
の

取
り
組
み
と
事
業
所
活
動
の
連
携

の
中
で
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
か
ら

フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
へ
の
流
れ
を

作
っ
た
。

・
医
療
介
護
活
動
で
は
徹
底
し
て
感

染
防
止
に
努
め
、
診
療
を
中
断
し

な
い
よ
う
に
努
力
し
た
。

・
ま
た
、
コ
ロ
ナ
検
査
が
で
き
る
医

療
機
関
と
し
て
発
熱
外
来
を
早
期

に
立
ち
上
げ
て
対
応
す
る
こ
と
で

行
政
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
た
。

・
こ
の
間
の
経
営
再
建
の
取
り
組
み

を
軌
道
に
乗
せ
、
中
長
期
の
展
望

を
確
立
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
ま
た
、
法
人
内
で
の

機
関
紙
の
配
布
方
法
の
統
一
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
当
面

２
０
２
１
年
度
か
ら
二
年
間
、
機

関
紙
の
発
行
を
年
四
回
（
現
行
六

回
）
と
す
る
が
、
全
て
の
回
で
全

組
合
員
に
届
け
る
（
現
行
三
回
全

組
合
員
・
残
り
三
回
は
手
配
り
中

心
）
形
に
変
更
し
た
。

（
２
）「
い
の
ち
の
章
典
」
を
実
践
す

る
医
療
福
祉
生
協
の
人
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す

目
標
達
成
評
価
：
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
り
様
々
な
活
動
へ
の
制
約
が
続
く

中
、
組
合
員
活
動
で
は
担
い
手
増
や

し
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ

た
。
一
方
、
職
員
づ
く
り
で
は
一
定

の
仕
組
み
の
構
築
が
で
き
、
運
用
が

始
ま
っ
た
な
ど
前
進
部
分
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
計

画
の
具
体
化
・
実
行
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
多
く
目
標
達
成
は
難
し

か
っ
た
。
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の

活
動
の
在
り
方
の
模
索
を
続
け
る
。

・
医
療
生
協
が
求
め
る
人
材
像
に
つ

い
て
の
評
価
基
準
を
つ
く
り
、
到

達
の
度
合
い
を
確
認
す
る
制
度
の

定
着
に
取
り
組
み
始
め
た
。

・
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
組
合
員
活
動

に
制
限
が
あ
り
、
活
発
に
活
動
を

す
る
こ
と
、
特
に
経
験
交
流
が
出

来
な
か
っ
た
。

・
事
業
所
で
の
相
談
所
機
能
の
宣
伝

や
、
電
話
か
け
な
ど
で
困
り
ご
と

の
把
握
に
努
め
た
。

・
外
国
人
労
働
者
へ
の
制
度
作
り

は
、
研
究
段
階
で
情
報
収
集
に
と

ど
ま
る
。

・
四
十
周
年
記
念
講
演
と
し
て
「
い

の
ち
の
章
典
」
の
学
習
会
を
計
画

し
て
い
た
が
中
止
と
な
っ
た
。

・
四
十
周
年
記
念
ビ
デ
オ
の
作
成
を

行
っ
た
。

・
未
来
を
担
う
医
師
養
成
で
外
部
研

修
を
す
す
め
た
。

・
通
信
教
育
に
は
一
八
三
人
が
取
り

組
ん
で
一
五
六
人
が
卒
業
し
た
。

コ
ー
ス
数
の
拡
大
を
望
む
声
が
出

さ
れ
た
。

（
３
）
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り

と
つ
な
が
り
づ
く
り
で
、
安
心

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
ま
す

目
標
達
成
評
価
：
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
り
、
班
づ
く
り
や
支
部
活
動
へ
の

制
限
を
か
け
続
け
た
こ
と
か
ら
、
新

班
や
支
部
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
取

り
組
み
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
部

で
持
ち
帰
り
カ
フ
ェ
な
ど
つ
な
が
り

を
絶
や
さ
な
い
よ
う
工
夫
し
た
取
り

組
み
が
展
開
さ
れ
た
。
今
期
は
つ
な

が
り
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
が
精
一
杯

の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

・
感
染
防
止
の
た
め
、
一
定
期
間
全

組
合
員
活
動
の
停
止
を
行
っ
た
。

活
動
の
一
部
再
開
後
、
限
ら
れ
た

条
件
の
中
で
も
班
会
や
居
場
所
の

再
開
を
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
東
讃
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
診
療
所
と
組

合
員
活
動
を
リ
ン
ク
し
て
フ
レ
イ

ル
チ
ェ
ッ
ク
の
取
り
組
み
を
計
画

し
て
い
る
。

・
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
地
域
訪
問
で
声

掛
け
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外

出
自
粛
の
閉
塞
感
の
中
の
組
合
員

か
ら
歓
迎
さ
れ
た
。

・
東
讃
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
フ
レ
イ
ル
予

防
で
自
宅
で
簡
単
に
取
り
組
め
る

「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」「
か
か
と
落
と

し
」
を
呼
び
か
け
た
。

・
フ
レ
イ
ル
予
防
は
、
目
的
意
識
を

も
っ
て
県
下
全
域
に
広
げ
る
こ
と

が
課
題
。

（
４
）
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
・
取

り
残
さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す

目
標
達
成
評
価
：
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
り
、
他
団
体
と
の
活
動
も
制
限
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
活

動
に
と
ど
ま
っ
た
。
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
や
民
医
連
の
緊
急
要
請
行
動
な

ど
で
、
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
受
療
権
を

守
る
た
め
に
取
り
組
み
、
補
正
予
算

な
ど
で
一
部
要
求
実
現
も
あ
っ
た

が
、
本
格
的
に
行
政
を
動
か
す
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
か

つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染
症
へ

の
対
応
な
ど
、
範
囲
の
広
が
り
も
あ

り
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
全

体
と
し
て
は
目
標
達
成
に
は
不
十
分

と
判
断
し
持
ち
越
し
課
題
と
す
る
。

・
集
合
す
る
こ
と
の
制
限
の
中
で
憲

法
紙
芝
居
の
普
及
が
進
ま
な
か
っ

た
。

・
ハ
ガ
キ
で
の
改
憲
発
議
反
対
の

全
国
緊
急
署
名
に
取
り
組
み
、

一
〇
〇
名
を
超
え
る
返
信
ハ
ガ
キ

署
名
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ロ
ナ
加
算
に

よ
る
利
用
料
の
増
加
や
サ
ー
ビ
ス

提
供
量
の
減
少
な
ど
の
問
題
点

を
、
国
に
制
度
改
正
を
求
め
る
よ

う
対
県
交
渉
を
行
っ
た
。

・
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
先
立
ち
、
国
保
問

題
で
の
学
習
会
を
行
っ
た
。

医療生協のとりくみに「ちょっとだけボランティア」して頂ける方、まずは、ご連絡ください【組合員活動部　☎087-833-8115】

テ
ー
マ
「
協
同
の
力
で
、
い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る
」

★
で
か
け
る　
つ
な
が
る　
安
心
を
結
ぶ　

★
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
を
み
ん
な
の
も
の
に
、
暮
ら
し
を
支
え
る
事

業
と
運
動
を
広
げ
る

★
日
本
国
憲
法
を
活
か
し
、
人
権
が
保
障
さ
れ
る
平
和
な
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る

★
「
五
か
年
計
画
」
の
仕
上
げ
を
行
う

香
川
医
療
生
協
第
四
十
二
期
・
第
五
十
三
回
通
常
総
代
会
第
一
号
議
案
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

２
０
２
０
年
度
の
ま
と
め

創立40周年記念
DVD動画撮影の様子

東讃ブロックでの
フレイル予防活動の様子
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・
民
医
連
の
教
育
学
習
の
月
間
で

は
、
Ｈ
Ｐ
Ｈ
や
Ｓ
Ｄ
Ｈ
活
動
の
重

要
性
を
学
び
、
事
業
所
で
は
中
断

患
者
へ
の
電
話
か
け
や
、
地
域
組

合
員
と
一
緒
に
訪
問
活
動
や
電
話

か
け
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
の

困
り
ご
と
の
把
握
に
努
め
た
。

・
医
療
生
協
独
自
に
子
ど
も
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
料
化
の

署
名
に
取
り
組
ん
で
五
，一
三
四

筆
を
高
松
市
に
提
出
し
た
。
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
、
自
治
会
や
子
供

会
、
保
育
園
に
声
を
か
け
た
り
、

こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
街
頭
で
署

名
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

・
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
積
極
的
に

か
か
わ
っ
た
高
松
市
の
中
学
卒
業

ま
で
の
外
来
窓
口
無
料
化
が
実
現

し
た
。

・
感
染
症
に
対
応
し
た
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
が
必
要
と
な
っ
た
。

・
さ
ぬ
き
市
内
の
各
支
部
で
は
県
立

高
校
の
再
編
（
三
校
→
一
校
）
見

直
し
を
求
め
る
署
名
を
行
っ
た
。

情
勢
の
特
徴

〈
外
部
環
境
〉

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
混

乱
続
く
。

○
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞

で
失
業
や
倒
産
が
増
加
。

○
緊
急
時
の
医
療
体
制
の
脆
弱
性
が

露
呈
。

○
政
治
の
私
物
化
へ
の
怒
り
高
ま
る
。

○
骨
太
方
針
の
推
進
に
よ
っ
て
社
会

保
障
費
削
減
傾
向
続
く
。

○
広
範
な
高
齢
者
の
医
療
費
自
己
負

担
割
合
引
き
上
げ

○
新
自
由
主
義
の
行
き
詰
ま
り

○
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」
へ
の
取
り
組
み
が
企
業

の
柱
に
。

○
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効

す
る
も
、
日
本
政
府
は
批
准
の
動

き
に
な
っ
て
い
な
い
。

○
辺
野
古
新
基
地
建
設
は
沖
縄
の
声

を
聴
か
ず
ご
り
押
し
。

○
一
方
的
な
公
立
・
公
的
病
院
統
廃

合
計
画
撤
回
せ
ず
。

○
総
選
挙
の
あ
る
年

〈
内
部
環
境
〉

○
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
に
な
る
可
能
性
あ
り
。

○
現
時
点
で
は
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け

入
れ
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
入
院

中
に
発
症
の
リ
ス
ク
は
常
に
あ
る
。

○
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
す
す
む
。

○
経
営
改
善
の
形
は
維
持
で
き
て
い

る
。

○
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
定
着
に
向

け
た
動
き
続
く
。

○
組
合
員
の
高
齢
化
す
す
む
。

○
組
合
員
活
動
の
担
い
手
不
足

○
生
協
設
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
。

○
五
万
組
合
員
達
成
目
前
で
足
踏
み
。

（
１
）「
総
合
力
」
と
「
連
携
」
の
視

点
で
経
営
改
善
を
継
続
さ
せ
、

組
合
員
の
く
ら
し
に
貢
献
し
ま

す

○
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
く
中
で
も
、

必
要
な
利
益
を
確
保
で
き
る
経
営

を
進
め
る

・
こ
の
間
す
す
め
て
き
た
構
造
改
革

を
維
持
し
な
が
ら
、
世
代
交
代
を

見
据
え
た
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
体

系
を
つ
く
る
。

・
質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
追
求
と
適
正
な
利
益
の
確
保

で
、
選
ば
れ
る
事
業
所
と
し
て
持

続
可
能
な
事
業
と
す
る
。

○
「
総
合
的
な
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」
が
で
き
る
連
携
づ
く

り
・
自
前
の
施
設
は
も
と
よ
り
、
他
法

人
の
事
業
所
と
も
関
係
性
を
深
め

て
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行

う
。

○
組
合
員
の
活
動
と
事
業
の
連
携
を

す
す
め
る

・
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
で
高
リ
ス
ク

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
す
め
る
。

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
対
策

を
し
っ
か
り
行
っ
て
、「
つ
な

が
り
」
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す

〇
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

は
「
つ
な
が
り
」
が
必
要
。
コ
ロ

ナ
が
あ
っ
て
も
つ
な
が
っ
て
い
ら

れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

・
身
近
な
繋
が
り
で
の
仲
間
増
や
し

で
、
生
活
圏
域
で
の
活
動
づ
く
り

に
と
り
く
み
、
小
さ
な
範
囲
で
の

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
。

〇
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
で
地

域
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
へ

・
集
ま
れ
な
く
て
も
で
き
る
活
動
の

開
発
・
普
及
と
、
健
康
情
報
の
発

信
で
組
合
員
の
健
康
づ
く
り
に
貢

献
す
る
。

・
感
染
症
の
正
し
い
理
解
で
予
防
を

行
う
。

・
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
で
提
起
し
て

い
る
「
健
康
と
は
何
か
を
考
え
、

今
日
的
な
健
康
観
を
つ
く
る
取
り

組
み
」
を
す
す
め
る
。

〇
く
ら
し
の
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ

る
・
コ
ロ
ナ
環
境
の
中
で
は
声
掛
け
運

動
を
基
本
と
し
て
、
つ
な
が
り
を

保
つ
工
夫
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
な
ど
の
活
用
も
含
む
）
を
行
う
。

・「
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
の
と
り

く
み
の
具
体
化

・
組
合
員
の
活
動
に
お
け
る
事
業
協

同
組
合
化
に
つ
い
て
の
研
究
・
情

報
収
集
を
行
う
。

（
3
）
医
療
福
祉
生
協
の
未
来
を
つ

な
ぐ
「
人
づ
く
り
」
を
す
す
め

ま
す

〇
医
療
福
祉
生
協
２
０
３
０
年
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
践

・
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
解
を
深

め
て
、
香
川
医
療
生
協
の
十
年
先

を
見
据
え
た
「
夢
」
を
描
き
具
体

化
に
着
手
す
る
。

○
学
び
を
広
げ
交
流
す
る

・
地
域
組
合
員
と
職
員
組
合
員
が
お

互
い
の
活
動
を
理
解
し
合
い
、
事

業
と
運
動
へ
の
結
集
を
高
め
る
。

・
各
種
出
版
物
の
購
読
者
や
通
信
教

育
へ
の
参
加
者
を
一
割
増
加
さ
せ

る
。

・
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
学
び
を
広
げ
る
。

○
後
継
者
養
成
と
担
い
手
づ
く
り

・
職
員
育
成
制
度
を
充
実
さ
せ
幹
部

や
管
理
職
の
育
成
を
計
画
的
に
進

め
る
。

・
採
用
計
画
に
基
づ
く
専
門
職
の
確

保
に
努
め
る
。

・
あ
た
ら
し
い
つ
な
が
り
作
り
の
な

か
で
、「
生
き
が
い
」「
や
り
が

い
」
を
み
つ
け
仲
間
増
や
し
や
担

い
手
増
や
し
に
つ
な
げ
る
。

・
支
部
役
員
・
理
事
の
世
代
交
代
、

女
性
理
事
を
増
や
す
。（
前
期
並

み
の
女
性
理
事
数
に
）

・
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を

は
か
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
班
会
の

推
進
を
行
う
。

（
４
）
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
居

心
地
よ
く
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
す
す
め
ま
す

○
日
本
国
憲
法
・
社
会
保
障
を
「
学

び
・
広
め
・
連
帯
す
る
」と
り
く
み

・
職
場
や
地
域
で
の
憲
法
学
習
を
続

け
、
日
本
各
地
で
起
き
て
い
る
事

象
に
も
目
を
向
け
る
。

○
社
会
保
障
改
善
に
向
け
た
と
り
く

み
・
全
国
の
運
動
と
連
帯
す
る
こ
と

や
、
各
種
団
体
と
連
携
し
て
実
践

を
基
に
し
た
自
治
体
と
交
渉
す
る

な
ど
の
行
動
を
起
こ
す
。

・
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
は
地

域
医
療
へ
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ

と
や
、感
染
症
対
応
に
は
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

機
関
の
役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
、充

実
さ
せ
る
立
場
で
対
応
す
る
。

○
協
同
組
合
間
協
同
と
幅
広
い
連
携

・
生
協
間
で
の
協
同
で
く
ら
し
を
支

え
る
と
り
く
み
を
探
る
。

・
情
報
共
有
で
地
域
の
実
態
把
握
と

支
援
が
必
要
な
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
、
災
害
へ
の
備

え
と
対
応

・
身
近
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

す
す
め
る
。

・
災
害
や
感
染
症
拡
大
時
で
も
、
正

し
い
知
識
と
行
動
で
対
応
で
き
る

準
備
と
、
ど
ん
な
時
で
も
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
地
域
を
つ
く
る
。

・
総
選
挙
が
必
ず
行
わ
れ
る
年
で
あ

り
、
憲
法
を
守
り
、
人
権
や
医
療

介
護
、
社
会
保
障
を
守
り
発
展
す

る
政
治
、
嘘
の
な
い
政
治
を
求
め

る
立
場
か
ら
賢
明
な
判
断
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

機関紙の受け取り方の変更、停止できます【☎087-833-8115】①ホームページで見る　②ご自宅に2部届く　③転居や死亡　など

テ
ー
マ　

誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く
く
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

★
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
「
で
か
け
る　
つ
な
が
る　
安
心
を
結
ぶ
」
の
取
り

組
み
を
広
げ
る
工
夫
を
す
る

★
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
を
深
め
、
香
川
医
療
生
協
の
未
来
を
描
く

★
日
本
国
憲
法
を
守
り
、
人
権
が
保
障
さ
れ
る
平
和
な
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る

２
０
２
１
年
度
の
方
針

高松市議会議長にインフルエンザ
予防接種無料化署名を提出
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高
松
平
和
病
院
連
携
相
談
室

で
は
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
医
療
福
祉
相
談
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
続
い
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
で
、
地
域
に
は
生
活
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
人
が
大
勢
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
事

態
に
お
い
て
ま
ず
困
難
な
状
況

に
追
い
詰
め
ら
れ
る
の
は
こ
れ

ま
で
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
お

か
れ
て
き
た
人
々
で
す
。

こ
の
間
の
当
院
で
お
こ
な
っ

て
い
る
無
料
低
額
診
療
事
業
の

相
談
で
も
、
医
療
費
や
生
活
費

の
相
談
事
例
で
も
、
労
働
条
件

と
し
て
立
場
の
弱
い
日
雇
い
や

非
正
規
雇
用
な
ど
、
日
雇
い
で

何
と
か
生
活
し
て
い
た
方
が
現

場
の
仕
事
が
無
く
な
り
収
入
が

途
絶
え
た
り
、
仕
事
は
あ
っ
て

も
勤
務
日
が
半
減
し
た
り
し
て

生
計
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う

相
談
が
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
相
談
に
来
ら
れ
る

方
の
数
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
が
地
域
の
方
や
組
合
員
さ
ん

に
出
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
困
っ
て
い

る
方
に
相
談
出で

来き

る
場
所
や
制

度
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

当
院
も
加
盟
し
て
い
る
全
日

本
民
医
連
は
「
い
の
ち
の
相
談

所
」
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
で
も

特
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
こ

そ
、
生
活
を
守
り
、
健
康
権
を

実
現
す
る
た
め
に
、
高
松
平
和

病
院
と
し
て
も
地
域
の
中
で

「
い
の
ち
の
相
談
所
」
の
役
割

を
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地

域
で
困
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し

た
ら
是
非
、
ご
相
談
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

医
療
介
護
の
現
場
か
ら

訪
問
看
護
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で

皆
様
の
お
役
に
立
ち
ま
す

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
み
き
看
護
師　
神
内
美
智
子

医療生協の事業の発展のため「毎月増資」「年1回以上の増資」にご協力下さい。出資金のお問い合わせは事業部へ【☎087-833-8956】

タオル体操	 体つくり隊�

現在、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、外出機会が減り、身体を動かすことが少なくな
る方もいらっしゃるのではないでしょうか？外出したり体を動かしたりする機会が少なくなると、
身体機能が低下するだけ
ではなく、知らないうち
にストレスをため込んで
しまいます。

今回ご紹介する【タオル体操】は、手軽に自宅
で運動が行え、柔軟性が低いご高齢者の方にも取
り組みやすい体操です。運動を行うときには『呼
吸を止めない・目安の回数にこだわらない・痛み
がある人は主治医に相談』を守って行ってくださ
い。生活の質を低下させないためにも、簡単な運
動をぜひ毎日の習慣にしましょう。 ③体を左右へゆっくり回

します。
②①のまま左右へゆっく

り倒します。
 ①肩幅程度にタオルを

持って「バンザイ」し
ます。

善通寺診療所
作業療法士　中村涼子

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
み

き
は
、
み
き
診
療
所
や
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
み
き
な
ど

と
「
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
み

き
」
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

最
近
よ
く
耳
に
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

で
す
が
、
在
宅
の
現
場
で
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化

が
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
２
０
１
９

年
の
７
月
か
ら
、
み
き
診
療
所

と
の
連
絡
ツ
ー
ル
と
し
て
、
企

業
向
け
に
開
発
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
訪
問
か
ら
帰
っ

て
き
て
か
ら
写
真
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
、
怪
我
や
褥
瘡
な

ど
の
状
態
報
告
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
導

入
に
よ
り
利
用
者
様
の
ご
自
宅

か
ら
で
も
直
接
医
師
に
報
告
す

る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
処
置

等
の
指
示
を
も
ら
う
事
も
可
能

と
な
り
迅
速
な
対
応
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
休
日
や

夜
間
の
状
態
変
化
な
ど
、
情
報

を
ス
タ
ッ
フ
で
共
有
や
活
用
す

る
事
が
出
来
る
た
め
役
立
っ
て

ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
か
ら
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
直
接
バ
イ
タ
ル
サ
イ

ン
や
経
過
記
録
が
入
力
で
き
る

た
め
、
事
務
処
理
の
時
間
の
削

減
に
な
り
、
そ
の
分
看
護
に
集

中
で
き
ま
す
し
、
訪
問
件
数
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
効
率
的
に

訪
問
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で

の
感
染
防
止
策
と
し
て
、
事
務

所
に
寄
ら
ず
に
職
員
の
自
宅
か

ら
訪
問
先
に
直
行
直
帰
が
で
き

る
よ
う
な
対
策
も
考
え
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
時
代
の
変
化
を

捉
え
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と

を
取
り
入
れ
て
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

地域の
「いのちの相談所」

として

くらしの相談室

高松平和病院連携相談室
医療ソーシャルワーカー　服部啓吾

医療・介護を始めくらしのお困りご
とをお電話やおハガキ、香川医療生
協HPの「法人・事業所への意見・
要望」のフォームからぜひお寄せ下
さい。医療・介護の専門家がご相談
に応じます。
☎ 087-833-8115（組合員活動部）
香川医療生協HP

「法人・事業所への意見・要望」のURL
https://kagawa.coop/contact

新連載
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香
南
町
支
部
で
は
、「
明
る

く
楽
し
く
元
気
に
」
を
テ
ー
マ

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
、「
班
会
で
防
災

グ
ッ
ズ
は
何
を
準
備
し
て

る
？
」
と
話
し
合
い
、
ま
ず
は

一
覧
表
を
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク
。

ま
た
、
時
折
、
備
蓄
し
て
い
る

品
を
発
表
し
合
い
、
足
り
な
い

物
の
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

最
近
、
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
を

知
り
、
こ
れ
を
班
会
で
作
成
す

る
こ
と
に
。
ス
マ
ホ
で
ト
イ
レ

作
成
の
動
画
を
検
索
し
、
材

料
・
道
具
の
準
備
か
ら
開
始
。

ト
イ
レ
に
で
き
そ
う
な
サ
イ
ズ

の
段
ボ
ー
ル
は
意
外
に
手
に
入

ら
ず
、
2
カ
月
か
か
っ
て
三
個

分
を
集
め
ま
し
た
。

2
月
の
班
会
で
い
よ
い
よ
作

成
。
使
う
時
の
座
面
の
固
さ
、

穴
の
大
き
さ
を
試
行
錯
誤
。
な

ん
せ
若
く
な
い
婦
人
た
ち
。

「
腰
が
痛
い
」「
肩
が
痛
い
」
と

頭
を
フ
ル
回
転
し
て
大
盛
り
上

が
り
。
思
っ
た
以
上
の
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
三
個
の
ト

イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
楽
し
み
な
が

ら
防
災
関
係
の
取
り
組
み
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

２
０
１
５
年
７
月
、
医
療
生

協
の
居
場
所
作
り
の
ひ
と
つ
と

し
て
ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
カ
フ
ェ
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

み
き
診
療
所
の
組
合
員
ホ
ー

ル
を
お
借
り
し
て
、
月
一
回
の

開
催
は
、
東
讃
ブ
ロ
ッ
ク
組
合

員
の
た
ま
り
場
と
し
て
盛
況
で

す
。
季
節
を
感
じ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
、
十
二
月
に
は
、
お

正
月
の
寄
せ
植
え
教
室
も
行
っ

て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
を
拠
点
に
班
が
誕
生

し
た
り
、
カ
フ
ェ
だ
け
お
手
伝

い
し
て
く
れ
る
担
い
手
さ
ん
が

出
来
た
り
と
。「
こ
う
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
所
を
提
供
し

て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
と
」
言

わ
れ
る
組
合
員
も
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
合
わ

せ
て
、
マ
ス
ク
や
エ
コ
バ
ッ
グ

を
手
作
り
し
て
バ
ザ
ー
品
を
工

夫
し
、
食
品
は
全
て
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
に
変
更
し
、
そ
の
時
々
に

合
わ
せ
て
思
考
し
、
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

「
し
っ
ぽ
く
う
ど
ん
」「
し
っ

ぽ
く
そ
ば
」
は
好
評
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
う
ど
ん
店
で
食

べ
る
味
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の

出
汁
で
作
っ
て
い
ま
す
。
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
に
好
評
の
パ
ッ
ク
メ

ニ
ュ
ー
赤
飯
等
、
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
り
、
残
念
が
る
人

達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

今
は
こ
う
い
う
状
況
の
中
、

制
限
さ
れ
る
事
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
少
し
ず
つ
前
に
進
み
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
長
く
続
け
て
い
け

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。

支
部
長　
佐
藤
多
恵
子

２
０
２
０
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
手
配

り
さ
ん
交
流
会
が
で
き
ず
、
支

部
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
も
困
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、「
遠

く
に
行
け
な
い
け
ど
、
自
分
た

ち
の
地
域
に
も
名
所
と
言
わ
れ

る
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
る
よ
ね
！
」
と

名
所
の
紹
介
記
事
を

掲
載
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

９
月
号
で
は
、
真

柏
の
大
樹
で
日
本
最

大
の
も
の
と
言
わ
れ

て
い
る
国
指
定
の
特

別
天
然
記
念
物
「
宝

生
院
の
シ
ン
パ
ク
」

を
支
部
ニ
ュ
ー
ス
で

紹
介
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
運
営
委
員
会

で
「
み
ん
な
で
行
こ
う
！
」
と

い
う
こ
と
で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
企
画
。
11
月
号
で
参
加
者

を
募
り
、
11
月
15
日
、
集
合
場

所
の
駐
車
場
か
ら
宝
生
院
ま
で

と
そ
の
周
辺
を
み
ん
な
で
歩
き

ま
し
た
。
旧
八
幡
宮
小
豆
島
霊

場
五
十
二
番
と
宝
生
院
小
豆
島

霊
場
五
十
四
番
、
シ
ン
パ
ク
を

参
拝
し
た
後
、
記
念
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
歩
け
て
楽
し
か
っ
た
と
参

加
者
か
ら
は
言
っ
て
も
ら
え
、

企
画
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶

好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
で
し

た
。地

域
の
名
所
を
知
る
こ
と

で
、
地
域
の
魅
力
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

で
楽
し
い
事
を
企
画
、
開
催
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

支
部
長　
田
宮
博

「居場所づくり」など応援、ご協力いたします。お気軽にご相談下さい。【連絡先：組合員活動部　☎087-833-8115】

香南町
支部

班
会
で
楽
し
く

段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
作
り桜の下で運営委員会

段ボールトイレ作り

土庄
支部

地
域
の
名
所
で

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

白山
支部

ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
カ
フ
ェ
と

共
に

支部
トピックス

支部の活動を紹介

東讃ブロック組合員のたまり場として盛況なmikiカフェ

宝生院のシンパク前で記念写真
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父
が
お
世
話
に
な
っ
た
頃
を

思
い
出
し
た

高
松
市　

村
川
友
紀

３
月
号
の
み
ん
な
の
健
康
を

見
て
い
ま
し
た
ら
、
緩
和
ケ
ア

の
方
々
が
載
っ
て
い
た
の
を
見

て
、
開
設
す
ぐ
の
頃
に
父
が
お

世
話
に
な
っ
て
い
た
頃
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

我
が
家
の
庭
に
来
る
野
鳥
に

心
和
む

高
松
市　

い
っ
そ
く

山
際
の
我
が
家
の
庭
に
、
メ

ジ
ロ
に
ヒ
ヨ
ド
リ
、
今
は
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
も
。
は
っ
さ
く
の

切
り
実
を
狙
っ
て
来
て
い
る
。

時
に
は
追
い
か
け
っ
こ
す
る
よ

う
に
飛
び
回
る
。
心
の
和
む
ひ

と
時
で
す
。

れ
ん
こ
ん
バ
ー
グ
を
作
り
ま
し
た

高
松
市　

横
井
美
代

み
ん
な
の
健
康
が
配
布
さ
れ

愛
読
し
、
必
要
な
部
分
は
切
り

取
っ
て
保
管
し
て
い
ま
す
。
今

回
初
め
て
ク
イ
ズ
に
投
稿
し
、

免
疫
力
ア
ッ
プ
の
「
れ
ん
こ
ん

バ
ー
グ
」
を
夕
食
に
作
り
、
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

「
あ
い
う
べ
体
操
」
を実

行
し
た
い

高
松
市　

三
澤
洋
子

「
フ
レ
イ
ル
」
は
よ
く
聞
く

言
葉
で
す
が
、「
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
」
は
初
め
て
聞
き
ま
し

た
。
実
際
思
い
当
た
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
嚥
下
体

操
は
し
て
い
る
し
、
パ
タ
カ
ラ

発
声
や
舌
の
運
動
も
し
て
い
る

け
ど
、「
あ
い
う
べ
体
操
」
は

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
実
行
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

押
し
花
を
始
め
て
も
う
五
年

高
松
市　

宮
本
育
子

夫
が
亡
く
な
り
、
悲
し
み
を

紛
れ
さ
す
た
め
始
め
た
押
し
花

も
も
う
五
年
。
少
し
ず
つ
納
得

す
る
作
品
が
で
き
、
周
囲
の

人
々
を
癒
し
て
い
る
こ
と
に
嬉

し
く
も
あ
り
、
満
足
感
を
味

わ
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

ス
マ
ホ
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
始
め
ま
し
た

善
通
寺
市　

匿
名
希
望

最
近
、
時
代
の
流
れ
に
遅
れ

て
は
い
け
な
い
と
ス
マ
ホ
決
済

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
始
め
ま
し

た
。
ポ
イ
ン
ト
還
元
も
あ
り
、

楽
し
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

使
っ
て
み
る
と
思
っ
て
い
た
よ

り
簡
単
で
面
白
く
、
頭
の
体
操

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
で
き
る
体
操

頑
張
っ
て
ま
す

高
松
市　

高
橋
憲
子

い
つ
も
自
宅
で
で
き
る
体
操

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
頑

張
っ
て
し
て
い
ま
す
。

フ
タ
が
開
か
ず
に
困
っ
て
ま
す

小
豆
島
町　

山
本
美
喜
子

２
、３
年
く
ら
い
前
か
ら
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
フ
タ
と
か
、

ジ
ャ
ム
の
フ
タ
と
か
が
開
か
な

い
で
困
っ
て
ま
す
。
百
均
で
そ

れ
ら
し
き
物
を
買
い
ま
し
た
が

…
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
ま
す
か
？

2、3カ月に1回　ご近所5〜10軒の機関紙手配り・高齢者見守り活動にご協力ください。【連絡先：組合員活動部　☎087-833-8115】

 

①　
下
の
絵
に
は
五
つ
の

ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
ハ
ガ
キ
に
右
側

の
絵
だ
け
貼
っ
て
、
ま

ち
が
い
箇
所
に
赤
色
印

を
つ
け
て
下
さ
い
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
ご
記
入
の
上
、
身
近

な
出
来
事
、
ご
意
見
、

ご
感
想
な
ど
何
か
「
一

言
」
を
添
え
て
ご
応
募

下
さ
い
。
ご
意
見
、
ご

感
想
は
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
匿
名
希
望
の
方

は
そ
の
旨
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。）

②　
〆
切　
５
月
末
日

③　

抽
選
で
六
名
様
に

「
粗
品
」
進
呈
。

④　
当
選
者
は
紙
面
で
発
表
し
ま
す
。

⑤　
宛
先　
〒
七
六
〇 – 

〇
〇
七
一　
高
松
市
藤
塚
町
一–

一
七 –

一

香
川
医
療
生
協
組
合
員
活
動
部
内

　
『
み
ん
な
の
健
康
』
編
集
委
員
会

３
月
号
の
応
募
は
三
十
七
通
で
、
正
解
は
三
十
七
名
で
し

た
。
抽
選
の
結
果
次
の
六
名
の
方
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

細
川　
俊
文　
高
松
市 

横
井　
美
代　
高
松
市

蓮
井　
幸
子　
高
松
市 

乃
村　
和
恵　
高
松
市

山
本
美
喜
子　
小
豆
郡 

多
田　
　
剛　
木
田
郡

ⓒ
Ｍ
Ｙ
介
護
の
広
場

お
た
の
し
み
ク
イ
ズ

読
者

よ
だ

り
5月号

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
医
学
部

合
格
お
め
で
と
う
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
香
川
医
療
生
協
主
催

の
高
校
生
一
日
医
師
体
験
や
模

擬
面
接
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ

る
合
格
者
を
中
心
に
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
八
名
（
新
入
生
三

名
、
先
輩
学
生
五
名
）
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

新
入
生
か
ら
コ
ロ
ナ
で
変
化

し
た
学
校
生
活
へ
の
質
問
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
先
輩
学
生
と
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
職

員
か
ら
は
、
４
月
以
降
に
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
ラ
ン
チ
や
臨
床
推
論
セ
ミ

ナ
ー
、
奨
学
生
会
議
な
ど
の
学

習
企
画
を
行
う
こ
と
を
案
内
し

ま
し
た
。

楽
し
く
学
校
生
活
を
支
援
し

な
が
ら
学
ぶ
要
求
に
応
え
つ

つ
、
引
き
続
き
医
師
と
な
る
ま

で
私
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

医学科奨学金制度のご案内
香川医療生協では、医学生の方を対象に奨学金制度を設け
ています。お知り合いの方にもぜひご紹介ください。詳細
は医学生担当までお問合せください。
奨学金貸与額
一般コース：月額5万円（1〜2年生）、6万円（3〜4年生）、

７万円（5〜6年生）
特別コース：月額12万円（1〜6年生）
お問合せ先：TEL 087-833-8113（代表）

メール heiwahp@gmail.com
医学生担当　野口・池内

医
学
生
・
看
護
学
生
合
同
の
オ
ン
ラ
イ
ン
合
格
お
め
で
と
う
会
を
開
催
し
ま
し
た
！
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高齢者のくらし【無料】相談実施中　第4木曜　13時半　申込み先【香川高齢期運動連絡会　☎070-1323-3544】

診 療 案 内 担当医師については、急な変更もありますので、
事前に各事業所へお問い合わせ下さい

高 松 平 和 病 院 （救急指定病院） 代表電話:087−833−8113（下記の直通電話をご利用下さい）

2021年₅月１日現在

高 松 協 同 病 院 ☎（087）833−2330

■内科・リハビリ科　

月 火 水 木 金 土

午前 9 :00 〜 12 :00 津島 前田 阪梨 担当医 津島（第1のみ）

北原孝
津島（第1・3・5）

北原孝（第2・4）

午後 3 :00 〜 5 :00（月・火・水）
　　 3 :00 〜 6 :00（金）

津島 阪梨 津島（第1のみ）

■整形外科　⃝午後の診療はありません。

月 火 水 木 金 土
午前　9:00 〜 12 :00 栗生 栗生

へいわこどもクリニック ☎（087）835−2026　病児保育はとぽっぽ ☎087−835−2065
月 火 水 木 金 土

午 　　　前 9:00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 13 :00
午 　　　後 4:00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00

⃝月・火・水・金午後1:30 〜 4:00は、乳幼児健診、予防接種、専門外来などを行っています。

善 通 寺 診 療 所 ☎（0877）62−0311
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 藤原 担当医 藤原 藤原 藤原/担当医 藤原/担当医
午後　3:00 〜  6 :00 藤原 （訪問診療） 藤原 （訪問診療） 藤原/担当医

⃝火・木午後は往診を行っています。

生 協 み き 診 療 所 ☎（087）891−0303
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :00 田中（内科） 田中（内科） 田中（内科） 担当医（内科）
田中（訪問診療） 田中（内科） 田中（第1・3）

植本真（第2）

午後　3:00 〜  6 :00 （訪問診療） 津島（内科）
（訪問診療） （訪問診療） （訪問診療） 担当医（内科）

（訪問診療）
※第4・第5土
曜日は休診

生 協 へ い わ 歯 科 ☎（087）837−6480
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 尾平野・砂田 担当医※
午後 12 :30 〜  6 : 30 尾平野・砂田 尾平野・砂田 担当医※
午後　6:30 〜  8 : 00 尾平野 砂田

⃝受付は診療終了時間の30分前まで。　⃝月・火は訪問診療もしています。　※土曜は午後1:00までと午後2:00 〜 5:00まで。

月 火 水 木 金 土

内 科
☎833-8114

午　前
9:00 〜 12 :00

蓮井
豊岡・植本真

高木・佐藤龍
担当医

植本一
佐藤龍・高木

高木・担当医・
原田

豊岡・原田
大内

担当医
（一診・二診）

午　後
3:00 〜 5 :30

高木・佐藤龍 
 植本一

何森晶（4 : 00 〜 5 : 30）
原田・植本真 担当医 担当医

乳 腺 外 来
☎833-8113

午　前
9:00 〜 12 :00 何森亜 何森亜

（第1・3・5） 何森亜

⃝乳腺外来は午後休診です。

緩 和 ケ ア
相 談 外 来
☎833-8113

午　前
9:30 〜 11:00

蓮井
（予約要）

午　後
 3 :00 〜 5 :00

原田
（予約要）

蓮井
（予約要）

整 形 外 科
☎833-8113

午　前
（予約優先） 真鍋・中平 中平 真鍋 真鍋（第2・4・5） 中平 真鍋（第1・3）

中平（第2・4・5）

午　後
 3 : 00 〜 5 :00

（完全予約制）
田賀谷

緩 和 ケ ア
相 談 外 来

原田 月 15 :00 〜 17 :00

蓮井 水 15 :00 〜 17 :00
木 ９:30 〜 11 :00

乳 腺 外 来 何森亜
火 ９:00 〜 12 :00
第1・3・5水 ９:00 〜 12 :00
木 ９:00 〜 12 :00

禁 煙 外 来 佐藤龍 金 16 :00 〜 17 :00
肛 門 外 来 豊岡 水 16 :00 〜 17 :00

●　専　門　診　療　●

★
診
療
体
制

に
つ
い
て

●内　　科 ・午前の予約をお取りでない方の受付時間は12時までとさせていただいております。
・午後の予約をお取りでない方の診療開始時間は3時からに変更します。

●整形外科
・診察は予約制となっていますが、8：30から9：30まで当日受付も行っています。
・予約外の患者さまは待ち時間が長時間になりますのでご理解のほどよろしくお願いします。
・₄月から第₁・₃木曜日は休診となります。

診察予約・お問合わせは各科
直通電話をご利用下さい

外
来
部
門

【受付時間】
内科

平日 9:00 〜 17:30　
土曜 9:00 〜 12:30

乳腺外来
平日 9:00 〜 17:00　
土曜 9:00 〜 12:30

緩和ケア相談外来
平日 9:00 〜 17:00

整形外科
平日 11:00 〜 17:00　
土曜 11:00 〜 12:30

医事課 ☎ 087 - 833 - 8112
内　科 ☎ 087 - 833 - 8114

入
院
部
門

【受付時間】9:00 〜 21:00
3 病棟 ☎ 087 - 833 - 8895
4 病棟 ☎ 087 - 833 - 8912

健
診
部
門

【受付時間】
平　日 9:00 〜 17:00
土曜日 9:00 〜 12:30
健康づくり課 ☎ 087 - 833 - 8524

内
　
　
科

循 環 器
高 血 圧 高木医師の外来担当時に診察いたします。

肝 臓 蓮井医師の外来担当時に診察いたします。

消 化 器 蓮井・豊岡医師の外来担当時に診察いたします。

呼 吸 器 原田医師の外来担当時に診察いたします。

糖 尿 病 金午後。香大医師が担当いたします。

〈高松平和病院エリア〉
介 護 老 人 保 健 施 設「 虹 の 里 」
☎（087）862 − 6541

介護支援センター「ほのぼの」
☎（087）862 − 6516

訪問看護ステーション「ひまわり」
☎（087）862 − 1039

デイサービスセンター「はーもにー」（太田）
☎（087）815 − 5631

デイサービスセンター「はーもにーぽっぽ藤塚」
☎（087）813 − 1621

ヘルパーステーション「はーもにー」
☎（087）815 − 5651

居宅介護支援事業所「はーもにー」
☎（087）888 − 7175

〈高松協同病院エリア〉
デ イ サ ー ビ ス 協 同
☎（087）833 − 2347

介 護 支 援 セ ン タ ー 協 同

☎（087）812 − 5502
高松協同病院通所リハビリテーション

☎（087）833 − 2401
高松協同病院訪問リハビリテーション
☎（087）833 − 2416

デイサービス「はーもにー六条」（民家型）
☎（087）887 − 2603

〈善通寺診療所エリア〉
訪問看護ステーション「ほがらか」
☎（0877）56 − 5566

ヘルパーステーション「ほがらか」
☎（0877） 56 − 5578

〈生協みき診療所エリア〉
訪問看護ステーション「みき」
☎（087）891 − 0503

ヘルパーステーション「みき」
☎（087）891 − 0532
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香
川
医
療
生
協
創
立
四
十
周

年
記
念
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
製
作
中
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
は
、
医
療

生
協
の
活
動
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し

た
。
確
か
に
「
す
べ
て
の
人
に

健
康
と
福
祉
を
」「
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
な

ど
、
私
た
ち
の
活
動
や
目
標
と

よ
く
一
致
し
て
い
ま
す
。

本
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
連
載
を
行

い
ま
す
。

途
上
国
を
対
象
に

貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
な
ど
を

掲
げ
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

２
０
０
０
年
９
月
に
国
連
ミ

レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
（
※
）

が
開
催
さ
れ
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア

ム
宣
言
を
基
に
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
途
上
国
を
対

象
に
し
て
、
極
度
の
貧
困
と
飢

餓
の
撲
滅
な
ど
、
２
０
１
５
年

ま
で
に
達
成
す
べ
き
八
つ
の
目

標
、
二
十
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、

六
十
の
指
標
を
掲
げ
、
世
界
で

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
途
上
国

の
人
々
が
直
面
し
て
い
た
多
く

の
問
題
を
解
決
す
る
原
動
力
と

な
り
、
多
く
の
命
が
守
ら
れ
、

人
々
の
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
極
度
の

貧
困
の
中
で
暮
ら
す
人
々
の
減

少
、
開
発
途
上
地
域
に
お
け
る

栄
養
不
良
の
人
々
の
割
合
の
減

少
な
ど
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
男
女
間
の
不

平
等
が
続
い
て
い
る
、
最
貧
困

層
と
最
富
裕
層
の
格
差
や
都
市

部
と
農
村
部
の
格
差
の
存
在
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
増

加
、
水
不
足
、
海
洋
漁
業
資
源

の
乱
獲
な
ど
、
国
や
地
域
に
よ

る
目
標
の
達
成
の
差
、
国
内
に

お
い
て
も
地
域
や
性
別
、
年
齢

等
に
よ
る
格
差
が
生
じ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
７
月
、
潘
基
文

国
連
事
務
総
長
（
当
時
）
は
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
振
り
返
り
、「
こ

れ
ま
で
の
歴
史
で
最
も
成
功
し

た
貧
困
撲
滅
の
た
め
の
取
り
組

み
で
あ
っ
た
」
と
評
価
す
る
一

方
、「
貧
困
を
撲
滅
し
、
誰
ひ

と
り
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
な

く
、
全
て
の
人
々
の
尊
厳
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
な
世
界
を
実
現

す
る
と
い
う
責
任
が
私
た
ち
に

は
あ
る｣

と
述
べ
ま
し
た
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
成
果
を
引
継
ぎ
、

残
さ
れ
た
課
題
解
決
の
た
め
に

採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

成
果
を
引
き
継
ぎ
、
残
さ
れ

た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、

Sustainable 
D

evelopm
ent  G

oals 

の
頭
文
字
を
つ
な
い
だ
も
の

で
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

と
訳
し
ま
す
。
２
０
３
０
年
ま

で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世

界
を
目
指
す
国
際
目
標
で
、

十
七
の
目
標
と
一
六
九
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、
地
球

上
の
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
途
上
国
の
問

題
点
を
解
決
す
る
上
で
大
き
な

力
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
な

数
値
目
標
を
掲
げ
、
世
界
で
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
要
因
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

国
・
地
域
・
性
別
・
年
齢
・
経
済

状
況
な
ど
か
ら
見
て
み
る
と
、

様
々
な
格
差
が
浮
き
彫
り
と
な

り
、「
取
り
残
さ
れ
た
人
々
」

の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、

国
や
自
治
体
だ
け
で
は
な
く
民

間
企
業
や
一
人
ひ
と
り
の
取
り

組
み
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

途
上
国
だ
け
で
な
く
、
先
進
国

の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
も
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

※
ミ
レ
ニ
ア
ム
と
は
西
暦
を

千
年
単
位
で
区
切
っ
た
も
の

で
、「
千
年
紀
」
と
訳
し
ま
す
。

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」「国民のいのちと健康を守るための国会請願署名」にご協力下さい【組合員活動部　☎087-833-8115】

《
作
り
方
》

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
種
を
取
っ
て
皮
を
む

き
、
一口
大
に
切
っ
て
レ
ン
ジ
で
加

熱
（
か
ぼ
ち
ゃ
100
ｇ
に
対
し
て
600

ｗ
で
三
分
程
度
）
し
ま
す
。

②
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
冷
め
な
い

う
ち
に
お
好
み
で
マッ
シ
ュ
し
ま
す
。

③
レ
ー
ズ
ン
、
く
る
み
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
混
ぜ
合
わ

せ
、
塩
胡
椒
で
味
を
整
え
た
ら

出
来
上
が
り
。

《
作
り
方
》

①
鶏
む
ね
肉
は
皮
を
剥
が
し
、
両
面

を
フ
ォ
ー
ク
で
穴
を
開
け
ま
す
。

ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
に
入
れ
て
、
砂
糖

と
酒
を
揉
み
込
み
ま
す
。

②
炊
飯
器
に
①
と
沸
騰
し
た
お
湯
を

し
っ
か
り
浸
か
る
量
入
れ
て
、
一

時
間
保
温
し
ま
す
。

③
保
温
加
熱
し
て
い
る
間
に
、
長
ネ

ギ
を
み
じ
ん
切
り
に
し
て
、
調
味

料
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
く
。

④
鶏
む
ね
肉
は
火
が
通
っ
た
か
確
認

し
、
付
け
合
わ
せ
の
野
菜
に
の
せ

て
、
ソ
ー
ス
を
か
け
て
出
来
上
が

り
。

★
ポ
イ
ン
ト

か
ぼ
ち
ゃ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

は
免
疫
に
関
わ
る
栄
養
素
で
す
。
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｅ
は
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

と
い
い
、
油
と
一
緒
に
摂
る
こ
と
で

吸
収
率
が
高
ま
り
ま
す
。
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
の
発
酵
食
品
に
含
ま
れ
る
乳

酸
菌
は
腸
内
環
境
を
整
え
、
免
疫
力

ア
ッ
プ
に
繋
が
り
ま
す
。

鶏
む
ね
肉
は
脂
質
が
少
な
く
、

質
の
良
い
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
に

入
っ
て
い
ま
す
。
疲
労
回
復
効
果
も

あ
り
ま
す
。

免
疫
力
を
上
げ
る
に
は
、
食
事

の
バ
ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ト
レ

ス
や
睡
眠
、
運
動
な
ど
も
影
響
を
与

え
ま
す
。
規
則
的
な
生
活
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
食
品
を
毎
日

取
り
入
れ
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

高
松
平
和
病
院

管
理
栄
養
士　
川
西
綾
美

かぼちゃの
ヨーグルトサラダ
材料（1人分）
かぼちゃ…… 80g
レーズン………5g
くるみ…………8g
ヨーグルト… 12g
マヨネーズ… 12g
塩胡椒……各0.1g

蒸し鶏の香味ソース
材料（1人分）
鶏むね肉… 80g
砂糖………… 8g
料理酒……… 8g
香味ソース
長ネギ…… 15g
醤油……… 10g

酢………… 10g
砂糖………… 5g
にんにく…… 3g
しょうが…… 3g
ごま油……… 5g
ごま………… 3g

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

免
疫
力
ア
ッ
プ
レ
シ
ピ

MDGsからSDGsへ

MDGs　
極度の貧困と飢餓の撲滅

SDGs　

Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ

第
１
回

香
川
医
療
生
協　
理
事
長　
藤
原
高
明

新連載
医
S
療
D
生
G
協
s
と


